
ふるさと納税を活用した事業の紹介 VOL.9
　このコーナーでは、全国の方々からいただいたふるさと納税（ふるさと応援基金）を活用した
事業について連載で紹介していきます。

学校給食費補助金
•�学校給食費補助金は、子育て世帯の負担軽減を
図り、子育てしやすい環境を整えるため実施し
ています。� �
バランスの取れた給食を提供することで、成長
期の子どもの発達・発育を支えています。� �
大崎町の児童・生徒に、安全・安心でより質の
高い学校給食を安定的に提供できるよう努め
ています。

令和5年度ふるさと応援基金を活用した金額　2,870万円

大崎町で活躍しています vol.14

多文化共生サポーターを募集しています！
興味のある方は、右の二次元コードから登録をお願いします。

　馬と共に夢を駆ける！インドからきたサハラさんとアリさんを取材しました。
　山下牧場のサハラさんとアリさんは、インドのビハール州出身。
サハラさんは大崎町に来て１年５ヶ月、インドではジョッキーとして
働いていたそうで、馬に関わって15年のキャリアを持ちます。母国
に奥さんと3人のお子さんがいるそうで、毎日電話をして家族との絆
を深めています。アリさんは来日して５ヶ月ですが、インドでも２年
間馬に関わる仕事をしておりました。サハラさんとは幼馴染だそう
で、サハラさんの紹介で日本へやってきました。お二人は故郷から
の友情を胸に、大好きな馬のお世話や調教に情熱を注いでいます。
●大崎町での生活
　 　大崎町での生活について、美しい自然、清

らかな空気、安全な環境に心惹かれています。
何より、職場の人が親切で、温かく迎え入れ
てくれたことが、お二人にとって大きな喜び
です。最近の趣味は釣りで、職場の方に２週
間に１回ほど連れて行ってもらっているそう
です。日本語の難しさには苦労しているよう
ですが、大崎町は本当に素晴らしい場所で、
インドの友人にもぜひ紹介したいと話します。

●今後の目標
　 　日本での仕事と生活に充実感を覚えるお二

人は、夢を持っています。サハラさんは、これ
からも日本でずっと仕事を続けたいと考えてお
り、将来的にはインドにいる家族を日本に呼び、
一緒に暮らすことを夢見ています。アリさんも
また、日本でずっと仕事を続けたいと考えてお
ります。言葉の壁を乗り越え、技術を磨きなが
ら、大崎町で新たな人生を切り拓こうとする二
人のまなざしは、希望に満ちています。
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「きっかけは、声掛けから！」
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